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べ、売れ筋のヴァイオリンとしては、輸入品が 25 円から 40 円、国産品が 5












たが、明治 45 年（1912）7 月 30 日、明治天皇崩御により、諒闇〔天子が父
母の喪に服する期間〕となり、1 年間すべての音曲停止の命が下る。これにより、
ヴァイオリン及び附属品の生産額は大きく落ち込んだ。表 1 を見ると、大正 2
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なった。審査に関しては、第 4 部商業の部で受賞者総数 484 名中 259 名が日
本部の受賞で、名誉大賞 61、金牌 97、銀牌 75、銅牌 22、褒賞 4 であった（『海
年度（和暦） 西暦 製造所数 職工数(人） 生産数量（個） 生産額(円）
大正元 1913 1 70 7,304 62,849
2 1914 1 50 4,192 51,607
3 1915 1 〔100余名〕 7,894 60,690
4 1916 1 180 15,599 126,763
5 1917 1 502 32,771 254,091
6 1918 4 862 65,506 562,026
7 1919 3 746 74,864 766,258
8 1920 6 916 111,795 1,101,018
9 1921 6 905 150,588 1,025,193
10 1922 4 309 156,263 713,140
11 1923 6 225 61,521 309,529
12 1924 6 248 60,698 327,909
13 1925 4 251 48,586 278,532
14 1926 2 244 38,516 152,345
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に取り組んだ。　日本から送られたものは、普通出品 10,539 点、自営出品 3,716






日本は大賞 40、名誉賞 143、協賛名誉賞　3、金賞 350、協賛金賞 6、銀賞
473、協賛銀賞 4、銅賞 375、協賛銅賞 3、褒状 141、計 1,538 の褒賞を受領
した。採点法は 100 点を満点とし、銅賞 60 点～ 74 点、銀賞 75 点～ 84 点、
金賞 85 点～ 94 点、名誉賞 95 点～ 100 点、そして最高点を得た出品物に大

















　この博覧会では、楽器は第 1 部第 15 類に分類され、教育学芸館に陳列され
ていた（『東京大正博覧会審査報告』：97 ‐ 113）。楽器の審査は蓄音器、箏、
三絃、雅楽器、尺八、清楽器、西洋楽器、琵琶、能楽器等に分けて行なわれ、
審査には、審査官 4 名のほかに、嘱託 5 名、補助 13 名、品評人 3 名が当たった。
西洋楽器の審査を担当した審査官は島崎赤太郎、瀬戸口藤吉、本居長世、上眞
行、多忠基であった。
　楽器を出品した者は 86 人、うち東京府 64 人、管外 22 人。出品点数は総
計 676 点、楽器の種類では、本邦諸楽器と清楽器 563 点、西洋諸楽器 46 点、
蓄音器 67 点。出品者の地域別では、東京府 515 点、京都府 54 点、大阪府 8 点、






































なる琴（210 円）であった（『音楽界』大正 3 年 8 月号：65）。鈴木ヴァイオ
リンの販売を行なっていた共益商社は早速、「畏れ多くも宮内省御買上げの光






　『音楽界』大正 2 年（1913）7 月号裏表紙の共益商社の広告には「宮内省御
用達／日英大博覧会名誉大賞受領」として、山葉のピアノとオルガン、鈴木の
ヴァイオリンとマンドリンが宣伝されている。その 5 年前、明治 41 年（1908）
に開催された東京勧業博覧会では、松永製のヴァイオリンが天皇御買上げ、そ
して十字屋楽器店販売の舶来ヴァイオリンが皇太子御買上げとなったことが、











～ 87）に貞明皇后が宛てた大正 3 年（1914）6 月 17 日付けの手紙は「この
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楽の音にみこころすまし、ますゝさわやかに其日ゝをすごしたまへ」と結ばれ
ているという（『宮廷の雅』展覧会カタログ 2011 解説：205、および『中日
新聞』平成 23 年 9 月 19 日付記事、長谷義隆執筆）。
　大正 2 年（1913）11 月 15 日、大正天皇が特別大演習のため名古屋「御駐
泊」に際しては、政吉のところに「侍従御差遣工場御視察の栄を賜」った（北
村 1946：5）。
　受賞に関していえば、政吉は、大正 6 年（1917）8 月殖産興業の功労者と
して緑綬褒章、大正 14 年（1925）10 月には紺綬褒章を受けた。また、政吉
が考案したヴァイオリン頭部の渦巻状部分を作る機械によって帝国発明協会か
ら大正 11 年（1922）4 月に特等賞牌を受賞した。ついで、大正 15 年（1926）
9 月にはヴァイオリンの甲板剥機によって有功賞の表彰を受けた。
４．第一次大戦時の輸出ブーム　



























　表１から、生産額のピークは大正 8 年（1920）で、生産額は大正 4 年の
12 万 7 千円から 8 年の 110 万円へ、生産数量は 1 万 6 千個から 11 万 2 千個へ、
職工数も 180 名から 916 名へと連続して急増したことがわかる。
　結局、大正 4 年から 13 年にかけての 10 年間に、北米、オーストリア、南洋、
南米、カナダ、イギリス、中国、フランス、その他各地に輸出した楽器の数量
は 521,467 個、弓類 2,498,004 本〔ﾏﾏ〕に及び、此価格 4,451,057 円に達し
た（北村 1925：24）
　政吉は大正 3 年 10 月ごろから、海外の需用に応ずるために事業の拡張を図
り（平戸 1916：66）、明治銀行から融資を受けて（大野木 1981：26）、まず
既設工場を拡充し、次いで大正 4 年（1915）に東区石神堂町に敷地 2,500 坪、
建物 1,200 余坪の分工場を新設した（政吉 1927：13）。工場の増築・新設に加え、
機械の増設、原料の準備などにも力を注いだ。たとえば、大正 4 年 1 月時点で、
職工の数を従来の 4 倍にして分業的にその仕事に従事させ、生産力は従来の 3
倍に上ったが、注文品を生産するためには、5 月まで昼夜兼行の作業を要した
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ンの舶来弦が払底したため、1915 年 11 月の二条離宮大饗第二日の管弦楽に
際してもすべて和製弦を使うことにしたという記述があり、大戦を契機に、ヴァ
イオリンの弦についても、国産品が使われることになったことがわかる（『音






























































































　第一次大戦後の反動で景気にかげりが出始めた大正 9 年（1920）7 月、政
吉は長男梅雄（1889-1981）を欧米に派遣した。海外市場の調査と各国の弦
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　会社資料の中に、アインシュタインから政吉に宛てた 1926 年 11 月 2 日付
けの礼状が残っている（会社ホームページ）。それによれば、アインシュタイ
ンは梅雄と鎮一の二人が政吉作のヴァイオリン 4 本をもってアインシュタイ

















に滞在していた間には公の場でも演奏していた。1926 年 1 月 30 日名古屋で
開かれた鈴木鎮一のヴァイオリンの演奏会ではミハエリスがピアノを受け持っ
たという。





























いえば、大正 8 年 10 月にチェリストのシコーラ（ロシア）、大正 10 年（1921）
3 月にはヴァイオリニストのエルマン（ロシア）、大正 11 年（1922）5 月にはヴァ












教授に師事していた。彼は大正 12 年 (1923) にライプツィヒに留学して、チェ
ロと作曲を学ぶことになる。






































































1  明治期までの鈴木政吉について井上 2010 及び井上 2011a,b,c において論じた。





属アインシュタイン文書館に所蔵されている（請求番号 47 － 618.00）。該当部分を書き
ぬき、英語訳と一緒に送って下さった文書館の Barbara Wolff 氏に御礼を申し上げる。
6 大野木 1981 は明治 33 年としている。
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